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外食時の食べきれなかった料理を削減するため

「残しま宣言応援店」に係る実証事業の参加について

　　当社は食品ロス削減を推進するために、本年12月に北九州市が家庭や飲食店でできる

「残しま宣言応援店」の取り組みに参加します。

　当該事業は、北九州市が食における脱炭素の取り組みとして、外食時の「食べきり」

「持ち帰り」による食品ロスを削減するために行っている活動です。

　当社においても、一部注文時に量の調整等は承っておりますが、加えて、飲食店で食べ

きれなかった料理を持ち帰る容器『食べきりBOX』を期間中、無料で配布します。

　飲食店において、食品廃棄に繋がる食べきれなかった料理を少しでも削減できるよう、

この取り組みに参加することで食品ロス削減を目指してまいります。

記

1.    実証期間について

　　　　2023年12月6日（水）～19日（火）までの2週間とする。

　　　　※忘年会やパーティなどの機会が増える期間に実施する。

2.    開催店舗について

　　　　小倉井筒屋レストラン街11店舗及び社員食堂1施設を対象とする。

　　　（星岡茶寮、からと市場、ほっこり家、いな葉、ジラソーレ小倉、銀茶寮、ファミ

　　　　リーレストラン、耕治、ルージュブラン、洋食屋 きし川、椿亭、及び社員食堂）

3.  「残しま宣言応援店」の参加について

(1)   取引先の取り組み方

　　・「残しま宣言応援店」として参加登録する。

　　・持ち帰りを希望されるお客様に『食べきりBOX』等を提供する。

　 ※環境省等が推進するお客様の自己責任で持ち帰る行為の愛称を記載した

    「mottECO」お客様用チラシを『食べきりBOX』に添えて配布する。

     (2)持ち帰り用啓発ツールの提供

  北九州市制作の「残しま宣言応援店」卓上用POPや「mottECO」お客様用チラ

  シを店頭で明示するとともに、持ち帰る容器『食べきりBOX』を提供する。

以上


